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Ⅰ．東芝グループの環境経営
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Ⅰ．東芝グループの環境経営

東芝グループの環境ビジョン２０５０

２０５０年のあるべき姿

《地球と調和した

人類の豊かな生活》

実現に向けた課題

・増え行く世界人口に伴う
環境負荷の抑制

・経済発展に伴う環境負荷の緩和

・新しい豊かな価値の創造

環境ビジョン２０５０
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環境アクションプランの変遷

Ⅰ．東芝グループの環境経営

７項目 １２項目 ８項目 １６項目 ２２項目

93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

第１次
93～95年

第２次
95～00年

第３次
01～05年

第４次
05～12年

第５次
12～15年

ECP売上高比率、
ｴｸｾﾚﾝﾄECP等を新設
2007年に、京都議定書
第1約束期間に合わせて
2012年まで期間延長

売上高CO2原単位、
廃棄物ｾﾞﾛｴﾐ、
化学物質削減等
を新設

製品対策
省エネ、
廃棄物削減

製品ｱｾｽﾒﾝﾄ、
ISO14001認証取得
等を新設

88：環境管理センター発足

89：東芝グループ全社に
環境管理体制設置

93：東芝総合環境監査実施
洗浄用特定フロン全廃

94：トリクロロエタン全廃

07：環境ビジョン2050策定

09：生物多様性ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ制定

98：環境報告書発行

00：環境会計公表

03：欧州環境部発足
04：中国環境部発足

05：米州環境部発足

06：ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ環境部発足

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

組
織

活
動
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Ⅱ．第４次環境アクションプラン達成状況
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Ⅱ．第４次環境アクションプラン達成状況
環境効率 2011年度計画 2011年度実績 評価

総合環境効率（2000年度基準） ２．１６倍 ２．５０倍 ○

製品の環境効率(2000年度基準） ２．３８倍 ２．７９倍 ○

事業プロセスの環境効率(2000年度基準） １．２８倍 １．３６倍 ○

環境調和型製品の提供 2011年度計画 2011年度実績 評価

環境調和型製品の提供
環境調和型製品売上高比率 ７０％ ７２％ ○

エクセレントＥＣＰの創出件数 ２０製品 ２９製品 ◎

製品による温暖化防止 エコプロダクツによるＣＯ２排出抑制効果 ６８０万ｔ ４７０万ｔ ×

特定化学物質の全廃 製品に含まれる特定１５※１物質全廃率 全廃 全廃 ○

事業プロセスの革新 2011年度計画 2011年度実績 評価

地球温暖化防止

エネルギー起源ＣＯ２排出量※２削減：総排出量原単位
（グローバル）（1990年度基準）

４４％削減 ４９％削減 ○

エネルギー起源ＣＯ２排出量削減※２：総排出量原単位
（国内のみ）（1990年度基準）

４４％削減 ５０％削減 ○

温室効果ｶﾞｽ（ＣＯ２以外）排出量の削減：総発生量（2000年度基準） ３７％削減 ７８％削減 ◎

国内製品物流に伴うＣＯ２排出量の削減：総排出量原単位
（2000年度基準）

４２％削減 ５６％削減 ◎

化学物質管理 大気・水域への化学物質排出量の削減：総排出量（2000年度基準） ５２％削減 ４４％削減 ×

資源有効活用

廃棄物発生量の削減：総排出量原単位（2000年度基準） ２２％削減 ３４％削減 ○

廃棄物最終処分量の削減：最終処分率（ゼロエミ達成拠点） １００％ ８３％ ×

製品ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ：使用済製品再資源化率拡大（2001年度基準） １７０％拡大 ２１９％拡大 ◎

水受入量の削減：水受入量原単位（2000年度基準） ９．５％削減 ２４％削減 ◎
国内・海外、生産・非生産の事業場が対象、原単位目標には活動を評価できる指標として、物量ベースの実質生産高原単位を使用
実質生産高=［国内名目生産高］÷［日銀国内企業物価指数（電気機器）:1990年を1としたときの各年度の比率］+［海外名目生産高］

※1：（1）ビス（トリブチルすず）=オキシド（TBTO）、（2）トリブチルすず類（TBT類）・トリフェニルすず類（TPT類）、（3）ポリ塩化ビフェニル類（PCB類）、（4）ポリ塩化ナフタレン（塩素数が3以上）、
（5）短鎖型塩化パラフィン、（6）アスベスト類、（7）アゾ染料・顔料、（8）オゾン層破壊物質、（9）放射性物質、（10）カドミウムおよびその化合物、（11）六価クロム化合物、（12）鉛およびその化合物、
（13）水銀およびその化合物、（14）ポリ臭素化ビフェニル類（PBB類）、（15）ポリ臭素化ジフェニルエーテル類（PBDE類）（詳細定義および除外用途は別途定めます）

※2：日本国内の電力係数は、3.50t-CO2/万kWhを利用。海外電力は、GHGプロトコルのデータを利用。
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主な成果と課題

①エクセレントＥＣＰを２９製品創出
（計画２０製品）したが、総売上高
の５％にすぎない。
⇒創出件数から売上高に移行

②エコプロダクツによるＣＯ２排出抑制
効果４７０万トンで未達

⇒省エネ製品の提供を加速

③特定化学物質（１５物質※１）全廃
⇒ＰＶＣ※２/ＢＦＲ※３の全廃に移行

事業プロセスの革新環境調和型製品の提供

2012年度まで設定していたが、一定の役割を果たしたと判断
エコ・リーディングカンパニーの地位を確立するために、新たな施策が必要

第５次環境アクションプランを策定・実行

①エネ起源ＣＯ２排出量原単位
1990年度比４９％削減で達成
⇒ＧＨＧ総量と原単位で管理強化

②大気・水域への化学物質排出量
2000年度比４４％削減で未達

⇒VOC除害装置などを設備投資を
計画的に実行

③廃棄物ゼロエミッション達成拠点
８３％で未達

⇒海外・非生産拠点のガバナンス強化

Ⅱ．第４次環境アクションプラン達成状況

※1 （1）ビス（トリブチルすず）=オキシド（TBTO）、（2）トリブチルすず類（TBT類）・トリフェニルすず類（TPT類）、（3）ポリ塩化ビフェニル類（PCB類）、（4）ポリ塩化ナフタレン（塩素数が3以上）、
（5）短鎖型塩化パラフィン、（6）アスベスト類、（7）アゾ染料・顔料、（8）オゾン層破壊物質、（9）放射性物質、（10）カドミウムおよびその化合物、（11）六価クロム化合物、（12）鉛およびその化合物、
（13）水銀およびその化合物、（14）ポリ臭素化ビフェニル類（PBB類）、（15）ポリ臭素化ジフェニルエーテル類（PBDE類）（詳細定義および除外用途は別途定めます）

※２ 塩化ビニル樹脂（Polyvinyl Chloride）
※３ 臭素系難燃剤（Brominated Flame Retardants）
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Ⅲ．第５次環境アクションプランの概要



10/26
Copyright © Toshiba. 2012. All rights reserved.

Ⅲ．第５次環境アクションプランの概要

４つのＧｒｅｅｎで各種施策を展開

エコ・リーディングカンパニーとして積極推進

先進的低炭素化技術のグローバル展開
エネルギーベストミックスと省エネ社会の実現

環境性能Ｎｏ.１商品創出
ecoターゲットとキラーコンテンツで売上拡大

Ｇｒｅｅｎ of Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｇｒｅｅｎ by Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

エクセレントECP売上高1.8兆円（2015年） エネルギー関連製品売上高1.9兆円（2015年）

グローバルＮｏ.１の低環境負荷追求
高効率モノづくりでコストと電力の同時削減

省エネ投資３７億円でCO2３万ｔ削減

Ｇｒｅｅｎ of Ｐｒｏｃｅｓｓ Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

グローバルトップの環境優良企業環境効率を2000年度比1.5倍（2015年）

パワーデバイス メガソーラー 高効率水素間接冷却
タービン発電機

高効率半導体製造棟 アースアワー

全世界従業員「環境一斉アクション」実施
従業員参加サイト「ＴＯＳＨＩＢＡＴＯＮ」を核に展開

従業員参加サイト

「ＴＯＳＨＩＢＡＴＯＮ」

熱源機「ユニバーサルスマートＸ」

高効率冷凍機
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Ⅲ．第５次環境アクションプランの概要

東芝グループ 第５次環境アクションプラン
環境効率 ２０１５年度計画

総合環境効率 （2000年度基準） ３．０倍
製品の環境効率 （2000年度基準） ３．４倍
事業プロセスの環境効率 （2000年度基準） １．５倍

Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ／Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ２０１５年度計画

総合
エクセレント ECP 売上高 1.8兆円
Green by Technology 売上高 1.9兆円

地球温暖化防止
CO2排出抑制量（Green of Product） 1,500万ｔ
CO2排出抑制量（Green by Technology） 4.9億ｔ

資源有効活用
省資源化率 50%
再生プラスチック利用率 3.0%

化学物質管理 特定化学物質の削減（ＰＶＣ※１/ＢＦＲ※２削減） 全８０製品群で全廃

Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｃｅｓｓ ２０１５年度計画

地球温暖化防止
温室効果ガス総排出量（1990年度基準） 439万ｔ <65%>
エネ起源CO2総排出量原単位（2010年度基準） 90%
製品物流CO2総排出量原単位（2010年度基準） 95%

資源有効活用

廃棄物量（2000年度基準） 11.7万ｔ <71%>
廃棄物総発生量原単位（2010年度基準） 90%
最終処分率（グループ総発生量比） 0.5%
水受入量原単位（2010年度基準） 90%

化学物質管理
総排出量（2000年度基準） １,967ｔ<77%>
取扱量原単位（2010年度基準） 95%

Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｍｅｎｔ ２０１５年度計画

生物多様性の保全 事業所を基点とした地域連携による生態系ネットワークの構築推進
生物多様性の改善に向けた

転換が図られている
環境教育・人財育成 東芝eco スタイルリーダーの育成 2,000人

環境コミュニケーション 「つながる」環境コミュニケーションのグローバル展開
世界の環境問題に取り組む
「環境一斉アクション」の展開

※１ 塩化ビニル樹脂（Polyvinyl Chloride）
※２ 臭素系難燃剤（Brominated Flame Retardants）
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第５次環境アクションプランの強化ポイント

Ⅲ．第５次環境アクションプランの概要

新規追加７件、削除１件で純増６の計２２件を設定

第４次環境アクションプラン(16項目) 第５次環境アクションプラン(22項目)2012～2015

環境効率（３項目）

事業プロセスの革新（９項目）

環境調和型製品の提供（４項目）

環境効率（３項目）

Green Management （３項目）

Green of Process （９項目）

Green of Product／Green by Technology （7項目）

・総合環境効率 ： ２．１６倍 （2011）

・製品の環境効率 ： ２．３８倍 （2011）

・事業プロセスの環境効率 ： １．２８倍 （2011）

・総合：ＥＣＰの売上高比率、エクセレントＥＣＰ創出件数
・地球温暖化防止：エコプロダクツのＣＯ２排出抑制量
・化学物質の管理：特定化学物質の削減（１５物質）

・地球温暖化防止：エネ起源総排出量原単位（全体、国内）

エネ起源以外総排出量
国内製品物流原単位

・資源の有効活用：総発生量原単位、最終処分率
使用済製品再資源化率、
水受入量原単位

・化学物質の管理：総排出量

・総合環境効率 ： ３．０倍 （2015）

・製品の環境効率 ： ３．４倍 （2015）

・事業プロセスの環境効率 ： １．５倍 （2015）

・総合：売上高 （Green of Product / Green by Technology）
・地球温暖化防止：ＣＯ２排出抑制量（Green of Product / Green by Technology）
・資源有効活用：省資源化率、再生プラスチック利用拡大
・化学物質管理：特定化学物質の削減（ＰＶＣ/ＢＦＲ）

・地球温暖化防止：ＧＨＧ総排出量、エネ起源総排出量原単位、製品物流原単位
・資源の有効活用：総量、総発生量原単位、最終処分率、水受入量原単位
・化学物質の管理：総排出量、取扱原単位

・生物多様性の保全：事業所を基点とした地域連携による生態系ネットワーク構築
・環境教育・人財育成：東芝ecoスタイルリーダーの育成
・環境コミュニケーション：「つながる」環境コミュニケーションのグローバル展開

※2005～2012年までの計画を2011年で
概ね達成したと判断し、2011で終了

新規

継続、総量と原単位

強化

継続
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Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
・総合環境効率“３倍”をめざす
・Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ/Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
・Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｃｅｓｓ
・Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
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総合環境効率“３倍”をめざす

事業プロセスの環境効率

製品の環境効率

3.40

1.00

2.80
3.00

3.20

1

2000 2012 2013 2014 2015

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明

1.50
1.471.44

1.35

1.00

1

2000 2012 2013 2014 2015

総合環境効率

3.0

1.0

2.5
2.7

2.9

1

2000 2012 2013 2014 2015

２つの環境効率の目標を達成し、
総合環境効率“３倍”をめざす

2000年度の3.4倍

2000年度の1.5倍

2000年度の３倍

製品の環境効率（３．４倍）×０．８＋
事業プロセスの環境効率（１．５倍）×０．２＝
総合環境効率（３倍）
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 エクセレントＥＣＰ、Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ売上拡大

2011年度エクセレントＥＣＰ創出数（29）と売上高（2,962億円）

 デジタルプロダクツ（６製品：957億円）  電子デバイス（４製品：1,046億円）

 社会インフラ（６製品：349億円）  家庭電器（１３製品：610億円）

創出件数から売上高へ

省エネ・省資源 No1
EPEAT Gold22点取得

待機電力ゼロ(業界初)省資源No1

32BE3

dynabook R731

液晶テレビ(ecoﾁｯﾌﾟＴＭ搭載) ノートＰＣ

省エネ・節水 No1

TW-Z9200

洗濯乾燥機水素間接冷却発電機

ICH-670MVA

発電効率99.1%でNo.1

LC-CO2 No.1
（製造ﾌﾟﾛｾｽ推定）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率
No.1 Br・Cl・Sb
ﾌﾘｰで先行

磁気ディスク microSDメモリカード
4GB：SD-C04GシリーズMQ01ABD100ｼﾘｰｽﾞ

発光効率 No.1

LED照明器具
LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ 他

低消費電力 No.1
(推定)
小型・軽量化 No.1

マルチスライスCTシステム

Alexion

省エネ（中国IPLV）
No.1、軽量化 No.1

新興国向けエアコン

MCY-MAP0804HT8-C

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明

“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ / Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ” 総合管理
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“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ / Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ” 総合管理

 エクセレントＥＣＰ、Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ売上高拡大

項目 ２０１５年目標

エクセレントＥＣＰ売上高 １．８兆円

Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 売上高 １．９兆円

0

0.5

1

1.5

2

2011 2012 2013 2014 2015

0

0.5

1

1.5

2

2011 2012 2013 2014 2015

エクセレントＥＣＰ売上高 Green by Technology売上高兆円

1.9 兆円

売上高管理で、事業と環境経営の一体化

エネルギー供給
関連製品

兆円

東芝が認定する
業界トップの主要
環境性能を有する
環境調和型製品

1.8兆円
・環境性能No.1を目指す
ｅｃｏターゲットの徹底

・環境キラーコンテンツの
発掘・育成

・マーケティング活動の
強化

施 策

年度 年度

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ / Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ” 地球温暖化防止

 製品によるＣＯ２排出抑制量の寄与

項目 ２０１５年目標

Ｇｒｅｅｎ ｏｆ ＰｒｏｄｕｃｔによるＣＯ２排出抑制量※１ １,５００万トン

Ｇｒｅｅｎ ｂｙ ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙによるＣＯ２排出抑制量※２ ４．９億トン

0

500

1000

1500

2000

2011 2012 2013 2014 2015

3

3.5

4

4.5

5

5.5

2011 2012 2013 2014 2015

Green of Product ＣＯ２排出抑制量 Green by Technology ＣＯ２排出抑制量

万トン
億トン

1,500万トン 4,9億トン

使用側と供給側でＣＯ２の排出を抑制し地球温暖化防止

・製品温暖化対策技術

の体系化と開発加速

・社会インフラシステム、

新興国向け製品への

適用拡大

・省エネNo.1性能の

訴求と販売促進

施 策

年度 年度

※１ Green of ProductによるCO2排出抑制効果＝代替想定製品のCO2排出量―出荷製品のCO2排出量（使用段階の１年分の排出量を比較し、製品寿命の半分を累計）
※２ Green by TechnologyによるCO2排出抑制効果＝火力発電は同燃料種の火力平均のCO2排出量原単位と比較。原子力・再生可能エネルギーは全火力平均のCO2排出量原単位と比較

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ / Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ” 資源有効活用

 省資源化率や再生プラスチック利用率の拡大

項目 ２０１５年目標

省資源化率※１ ５０％

再生プラスチック利用率※２ ３．０％

20

30

40

50

2011 2012 2013 2014 2015

2

2.5

3

2011 2012 2013 2014 2015

省資源化率 再生プラスチック利用率
％ 50％

3.0％

省資源化と再生プラスチック利用の両輪で資源有効活用を加速

施 策

・省資源設計の推進
（軽量化、小型化推進）

・再生プラスチック
利用拡大
（適用部位・供給量の拡大）

％

年度年度

※１ 省資源化率（％）＝省資源化量の増分／製品総質量の増分×100
※２ 再生プラスチック利用率（％）＝再生プラスチック量／製品プラスチック使用量×100

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｄｕｃｔ / Ｇｒｅｅｎ ｂｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ” 化学物質管理

 特定化学物質の削減：ＰＶＣ/ＢＦＲの全廃

項目 ２０１５年目標

特定化学物質（ＰＶＣ※１/ＢＦＲ※２）の削減 全製品群で全廃※

0
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120

2011 2012 2013 2014 2015

製品含有のＰＶＣ/ＢＦＲを全廃し、グローバルスタンダードを実現

％ １００％
（全８０製品群）

※安全規格上、製品特性上
などの特定用途を除く

・ＪＡＭＰ※３/ＡＩＳ※４活用に
よるＰＶＣ/ＢＦＲ含有量の
全量把握

・社内連携による低コスト化

と全社展開

施 策

年度

※１ 塩化ビニル樹脂（Polyvinyl Chloride）
※２ 臭素系難燃剤（Brominated Flame Retardants）
※３ アーティクルマネジメント推進協議会（Joint Article Management Promotion-consortium）
※４ 製品環境安全シート（Article Information Sheet）

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明



20/26
Copyright © Toshiba. 2012. All rights reserved.

項目 ２０１５年目標

温室効果ガス総排出量（１９９０年度基準） ４３９万トン（６５％）

エネルギー起源ＣＯ２排出量原単位（２０１０年度基準） ９０％

製品物流ＣＯ２排出量原単位（２０１０年度基準） ９５％

“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｃｅｓｓ” 地球温暖化防止

 総排出量の抑制、生産高原単位の削減

・電力使用量の見える化

（情報の共有）

・電力使用量のわかる化

（データ分析）

・電力使用量削減できる化

（改善アクション）

・輸送効率、輸送モードの
見直し、低公害車導入普及

施 策
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0
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BAU（生産高見合い）

計画値

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量原単位

年度

％万トン

温
室
効
果
ガ
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総
排
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ネ
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ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
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量
原
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（
２
０
１
０
年
度
基
準
）

90％

17万トン

439万トン

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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項目 ２０１５年目標

廃棄物量（２０００年度基準） １１．７万トン（７１％）

廃棄物総発生量原単位（２０１０年度基準） ９０％

最終処分率 ０．５％

水受入量原単位（２０１０年度基準） ９０％

“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｃｅｓｓ” 資源有効活用

 廃棄物排出抑制、ゼロエミッションの達成、水受入れ量の管理

・事業所内プロセス改革
（分別・分解の徹底）

・優良業者情報横展開

・海外拠点の管理強化

・水ストレス地域の管理強化

施 策
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％

万トン

年度

90％

3.7万トン

11.7万トン

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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項目 ２０１５年目標

総排出量（２０００年度基準） １,９６７トン（７７％）

取扱量原単位（２０１０年度基準） ９５％

“Ｇｒｅｅｎ ｏｆ Ｐｒｏｃｅｓｓ” 化学物質管理

 排出量の抑制と取扱い原単位の削減

・薬液管理の徹底
（局所排気の適正化など）

・薬液使用量削減
（投入量削減、濃度見直し）

・薬液の代替化
（Hazard×Exposureによる）

施 策
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“Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ” 生物多様性の保全

 事業所を基点とした地域連携による生態系ネットワークの構築

２０１５年目標

主要拠点で、生物多様性の改善に向けた転換が図られている

２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

ビオトープをつくり、地域に応じた指標種（希少な生物や植物）を呼び込み、
生態系の向上に寄与する

主要拠点を調査

主要拠点の指標選定と施策展開

主要サイトの効果測定

向上
主な指標

・空中移動性の生物（蝶など）

・希少な水生生物（メダカなど）

・地域固有の希少な植物（関東ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ）

施 策

・生物多様性
教育を実施

・生物多様性
保全ガイドを
作成

・定期的に
活動拠点を
サポート

年度

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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“Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ” 環境教育・人財の育成

 東芝ecoスタイルリーダーの育成

２０１５年目標

東芝ｅｃｏスタイルリーダーを２,０００人育成

ｅｃｏ検定合格者、サイト・製品監査員、環境関係の資格保有者をｅｃｏスタイルリーダーに登録し、
東芝グループの環境活動に積極的に参画し、環境マインドの向上をめざす

２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

２００人

４００人

８００人

２，０００人
施 策

・ｅｃｏスタイル
ﾘｰﾀﾞｰ登録支援
（ｅｃｏ検定受講

支援など）

・ｅｃｏスタイル
ﾘｰﾀﾞｰ活動支援
（環境ｲﾍﾞﾝﾄ参加）

年度

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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“Ｇｒｅｅｎ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ” 環境コミュニケーション

 「つながる」環境コミュニケーションのグローバル展開

２０１５年目標

世界の環境問題に取り組む「環境一斉アクション」の展開

２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

仕組みづくり

従業員の連帯感醸成

周辺地域との連携

世界の環境問題
に取り組む

施 策

従業員参加型
Webサイトを展開
“TOSHIBATON”

・従業員参加型Web
ｻｲﾄ”TOSHIBATON”
の開設

・従業員参加型環境
一斉ｱｸｼｮﾝの実施

・周辺地域と連携した
環境一斉ｱｸｼｮﾝの
実施

従業員による「環境一斉アクション」を実施することで、
東芝グループ約２０万人から地域、世界へと「つながる」コミュニケーションを展開

年度

Ⅳ．第５次環境アクションプラン詳細説明
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東芝グループは、
地球と調和した豊かな生活の実現に向けて、

エコ・リーディングカンパニーとしての地位確立をめざします
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１０年 年賀式
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